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事業主体 陸地測量部 大韓帝国(統監府) 朝鮮總督府(府面)  
主要官吏 豊田四郎 道家充之 西村保吉  
従事人員 236名 1,870名 4,670名 6,776名 










































































































































































































韓国（朝鮮） 西暦 日本 
都城図(最初の実測) 1467  
 1589 太閤検地 
 1605 国検図 
 1717 享保図   
 1807 伊能忠敬 機内・中国等 地図完成(最初
の実測) 
 1821 伊能忠敬 大日本沿海地全図 完成 
金正浩の青丘図 1834  
 1844 元祿図 
 1854 米国に開港 
金正浩の東與地図 1856  
金正浩の大東與地図 1861  
 1868 明治維新 
 1871 兵部省参謀局に間諜隊を新設 
 1872 工務省Maccwenを招聘，東京府三角測量 
 1873 北海道測量 
雲揚号(軍艦兼測量船)江華島侵攻 1875 坂田虎之助独逸留学 
日朝修好条約・開港 1876 内務省水準測量実施 
朝露修好通商条約 1884 小菅智淵，国際メータ条約に加入 
甲午農民戦争 1888 小菅智淵，初代測量部修技所新設 
 1894 日清戦争 
内部に土木・地理・地籍課新設 1895 陸地測量部，朝鮮へ渡り，地形測量 
朝鮮王族，李埈鎔の陸地測量部視察 1896  




李周煥，陸地測量部修技所修了 1899 台湾土地調査 
量地衛門，「漢城府地図」完成 1900 麻布製巻尺国産製造 
メータ導入 1902  
日帝測量師 堤慶藏 招聘・教育 1905  
日本帝国が統監府設置 1906 トランシットとレベル国産製造 
土地調査試験測量 1909  
土地調査局設置 1910 日本全国土基本測量完成 
土地調査法制定 1910  
 1914 写真測量実地研究 満州関東州土地調査
着手 
土地調査完了 1919  
林野調査完了 1925  
元山に水準も原点設置 1933  










測量項目 韓国 日本 差(年)* 
最初の実測 1467 1807 -340 
開港 1876 1854 +22 
測量許可 1876 1861 +15 
測量機関の設置 1895 1885 +10 
最初の海外留学 1897 1875 +22 
外国技師招聘 1898 1872 +24 
測量教育 1898 1888 +10 




























図2.1 軍事機密図（剣水駅），1895年印刷 水原博物館所蔵 
 
 














































里洞名 日本語の表記 ハングル 現行政区域 備考 
浦津 ポージン 포진리 原州市 文幕邑 浦津里  
磻溪 パンヨリ 반계리 原州市 文幕邑 磻溪里  
石芝里 ソクチーリ 석지리   
騰安里 ツガリ 신대   
文幕 ムンマク 문막  原州市 文幕邑   
安亭洞 アンジヨンコル 안정골   
舊島 チヨクソム 구섬   
二十里 イームニー 이십리 原州市 文幕邑 文幕里 地名事典 
槐亭 キヨーチヨン 괴정 原州市 文幕邑 浦津里 地名事典 
蟾江 ソムガグ 섬강 蟾江 横城郡修理峯か
ら発源 
文嶽里 ムネキー 문악   
城厚 ソフ 성후   
隅用 グーヨン 우용 原州市 富論面 魯林里  
茅山 モサン 모산 魯林里 地名事典 
魯林 ノシピ 노림리  地名事典 
光明垈 カンミヨントー 광명터  原州市 富論面  
三方山  삼방산   
飛頭村 ヒツネミー 비두냄이 原州市 文幕邑 碑頭里  
九浦村 パンアイチヨン 구포동 原州市 文幕邑 碑頭里  
立石 ソツル 선돌 原州市 文幕邑 碑頭里  
微村 コサリゴル 고사리골 原州市 興業面 梅芝里  
檜村 チエノー 회촌 原州市 興業面 梅芝里 地名事典 
大兩峨峙峴     
鞍嶺 キルアチエ    
沙興 サフン    
新村 セマル 새마을 原州市 富論面 蓀谷里  
蓀谷 ソネシル 손곡리 原州市 富論面 地名事典 
五里灘 オリウル 오려울 原州市 文幕邑 富論面 蓀
谷里 
 
杏谷 カイナムコル    
貴來 クレイ 귀래리 原州市 貴來面  
高淸 コーヂユーキ 고청동 原州市 富論面  
烏頭嶺 ウドチエ 오두재 原州市 興業面 梅芝里と堤
川市 白雲面の間 
 
德谷 トツコル 덕동리 堤川市 白雲面  
白雲山 ペエーヲンサン 백운산 堤川市 白雲面  
12 
表2.4(b) 「文幕」図面の新旧地名対照 
里洞名 日本語の表記 ハングル 現行政区域 備考 
兩峨峙 ヤガチ 양아치 原州市 興業面 梅芝里 地名事典 
兩峨峙峴  양아치현 原州市 興業面 梅芝里 地名事典 
多屯 タツトン 다둔리 原州市 貴來面  
明池洞 メーチドン    
文岩 ムガム    
七通 イルトン 칠동골 原州市 貴來面 雲溪里  
德洞 なし    
可治洞 カチコル 가치랏골 原州市 貴來面 雲溪里 地名事典 
龍岩 コグアム 용암말  原州市 貴來面 地名事典 
板橋 ドウトリ 너더리 原州市 貴來面 雲南里 地名事典 
黃山谷 フアーサンコル 황산골 原州市 貴來面 周浦里 黃
山寺 黃山橋がある 
 
芝字材 ジガイ 지자재   
九寺里 アホプサリ 아홉사리 原州市 貴來面 雲溪里  
柳峴 トウルプヂエ 유현 原州市 貴來面 雲溪里  
熊谷 ウンコル 웅골 原州市 貴來面 貴來里  
塔山谷 タプサンゴル    
沙頭 サエトウ 사둑말 原州市 貴來面 貴來里 地名事典 
彌勒山  미륵산   
求萬里 クマーニ 구만동 原州市 開雲洞 地名事典 
臼谷 ナンアシル    
上朔亭 なし    
柞谷 チヤクシリ 작실마을 原州市 富論面 鼎山里 地名事典 
居論 クロン 거론 原州市 富論面  
檀內 タンアン    
頭而峯 ツリボン    
論節里 ロンジヨリ    












漢字 誤字名 正確な名 
舊島 チョクソム クソム 
二十里 イームニー イシムニ 
槐亭 キョーチョン クエチョン 
蟾江  ソムカグ ソムカン 
文嶽里 ムネキー ムンマク 
城厚 ソフ ソンス 
隅用 グーヨン ウヨン 
七通 イルトン チルトン 
龍岩 コグアム ヨンアム 
板橋 ドウトリ パンギョ 
九寺里 アウブサリ グサリ 
九萬里 クマーニ グマンリ 
柞谷 チャクシリ チャクッコク 
頭而峯 ソリボン トリボン 
論節里 ロンジヨリ ロンジョルリ 
魯林 ノシピ ノリム 
九浦村 バンアイチョン グポチョン 
立石 ソツル リツトル 
檜村 チエノー フェチョン 
蓀谷 トネシル ソンコク 
高清 コージューキ コーチョン 
徳谷 トツコル トクコク 
白雲山 ペェーヲンサン ペクウンサン 
兩峨峙 ヤガチ ヤンアチ 





































































分類 1895.9.24 1895.10.1 1895.10.4 合計(名) 
測量師 12 10 7 29 
雇用人 56 55 37 148 
軍人 3 2 1 6 
運送夫 19 16 11 46 
合計(名) 90 83 56 229 
馬 3 1 1 5 








































年月日 死亡理由 身分 名前 
1895年12月22日 病死，京城舎営病院 輸送夫 小島長次郎 
1896年2月5日 殺害，麗水 雇用人 近藤卓爾 
1896年2月5日 殺害，麗水 雇用人 米谷豊吉 
1896年2月14日 死傷，京城舎営病院 雇用人 橋本留三 
1896年2月16日 殺害，丹陽 雇用人 植田鹿太郎 
1896年2月16日 殺害，丹陽 雇用人 小川茂幾 

























































































































































 1895 年に朝鮮に来た陸地測量師たちは，以下のとおりである． 


















(4) 1904 年に朝鮮に来た陸地測量師たち 
1904年11月2日には，豊田四郎，岡田扇太郎，相本浩，諏訪鋭之助，山室重三郎，五藤鐃男，海
法祐飛虎の7名が朝鮮を訪れる60)． 
  図2.5 朝鮮への最初の陸地 




























発 令 し ， 中 央 測 量 官 庁 で あ る 量 地 衙 門 を 開 設 し ， 1 9 8 9 年 9 月 1 5 日 に ア メ リ カ 人 






































































































図3.1 地籍報告 事例 
忠淸南道 德山郡(現禮山郡) 
 鳳山面 息岩里李永壽が寺内 
 總督に報告 






























































































     校卒業證書(1909年) 

































































表3.1(a) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
        大韓每日申報=<申>，皇城新聞=<皇>，京鄕新聞=<京>，大韓民報=<民>，校長=<長>， 
         設立者=<設>，敎師・講師=<師> 























所 慶北大邱 1908. 3 卒業  大邱農林學校 學籍簿 
4 私立中東學校(夜學) 漢城典洞 1908. 4. 1 
設立 
吳世昌(設) <申>1908. 5. 17 廣告





李相益 外2人 <申>1908. 4. 26
<申>1908. 12. 6 廣告 
6 速成測量製圖講習所 漢城府南署茶洞 
1908. 4(陰)
學員募集  <申> 1908. 4. 30 




1908. 5. 1 
設立 兪吉濬(設) 
<皇>1908. 4. 29 廣告
<皇>1908. 12. 18 
9 西北協成學校 漢城西門外天然亭 
1908. 5. 5 
開學 西北學會 <皇>1908. 4. 10 
10 桂山學校 漢城 1908. 5. 17
試驗 
兪吉濬(設) <皇>1908. 5. 20 雜報 
11 淸風學校 漢城 1908. 5. 20
試驗 
 <申>1908. 5. 27 廣告 
12 光成實業學校 漢城西署晹洞 1908. 5. 27學生募集  
<申>1908. 5. 24 廣告
<皇>1908. 10. 20 
13 馬山私立育英學校 黃海道義州枇峴 1908. 6. 2 <皇>1908. 6. 2 廣告
14 私立廣化新塾 漢城西部南門內晹谷 
1908. 6. 7
試驗 南廷哲(設) <申>1908. 6. 5 廣告 





(陰) 試驗 社會有志(設) <申>1908. 6. 2 




1908. 6. 20  
募集  <申>1908. 6. 16 
18 私立進明學校 漢城南部履洞 舊南部內 
1908. 6. 27
試驗  <申>1908. 6. 18 
19 
私立大東學校測量
科 漢城天然亭 1908. 6. 30  <皇>1908. 6. 30 雜報 
20 三一學校測量科 京畿道水原 1908. 6
設立 
李夏榮(設) <三一學院80年史>, 1983
21 私立永明學校 忠南論山郡 連山面
官洞里 












<皇>1908. 6. 16 雜報 ; 
7. 2 雜報 ; 7. 23 雜報 ; 





漢城西大門內 1908. 6  <申>1908. 6. 18 廣告 
24 數語夏期講習會 漢城鐘路基督敎靑年會館內 
1908. 7. 1
開學 李商在(設) 










<申>1908. 7. 10 廣告 
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表3.1(b) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者· 校長·所長 根據 
26 私立普成小學校 漢城西部南門內普
成小學校 
1908. 7. 5 
 試驗 
李容翊(設)  





 <申>1908. 7. 23 
28 金氏宗中測量學校 慶北安東? 1908. 7 金氏宗中(設) <皇>1908. 7. 7 雜報 
29 日新學校測量科 京畿道利川郡 1908. 7 崔基鎬(設)崔基亨(長) 
<申>1908. 7. 30
<申>1909. 3. 18 
30 扶安郡測量學校 全北扶安郡 1908. 7以前  韓國地籍敎育九十年史 
31 敦明義塾測量科 漢城北部桂洞 敦明義塾內 
1908. 8. 24
開學  <申>1908. 8. 12 
32 測量新塾 漢城北部齋洞 
1908. 9. 2












畿湖興學會 <皇>1908. 9. 8 廣告 
35 花北私立測量學校 慶北安東郡花北面 





<皇>1908. 12. 24雜報 
<申>동일자 
36 私立通化測量學校 上茶洞 
1908. 9. 23
修了式  <皇>1908. 9. 25 雜報 
37 光武學校 河橋川邊 
1908. 9. 27
磨勘 尹敬順(設) <皇>1908. 9. 23 








 <申>1908. 11. 21 
40 水原郡測量學校 京畿道水原郡 1908. 9 韓圭復(長)李明憲(監) 
<申>1908. 9. 18 ; 9. 27 
雜報 ; 卒業證書 










漢城西署中部安峴 1908. 10. 1 試驗 任哲宰(設) <皇>1908. 9. 27 ; 10. 23 
44 中和測量學校 全北龍潭郡 北二面中谷里 1908. 10. 1  <皇>1908. 10.1 
45 光新學校 漢城鐘路 1908. 10. 4開學 金珏鉉 <皇>1908. 7. 2 雜報 
46 私立大成學校 平南平壤 
1908. 10. 5 
願書磨勘 
李鍾浩·尹致昊·安
昌浩 <皇>1908. 9. 15 
47 
養正義塾內 
速成測量學校 漢城西部 1908. 10. 7 嚴柱翊(設) <皇>1908. 10. 4 廣告 
48 東興測量學校 漢城中部鹽會 1908. 10. 7
開學 
 <皇>1908. 10. 4 廣告 
49 大東寄宿館內 
測量新塾 
漢城 1908. 10. 8
試驗 
 <皇>1908. 10. 6 ; 10. 14 
雜報 
50 普彰測量學校 漢城新門外 小平洞 1908. 10. 8  <皇>1908. 10. 8 廣告 
51 湖南學會測量學校 全南光州 1908. 10. 15測量課特設 劉禧烈(設) 
<申>1908. 10. 6 雜報 ; 
卒業證書 
52 彰新中學校 平南甑山郡 1908. 10. 16 宋道容(監) <申>1908. 10. 16 
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表3.1(c) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 





漢城南部棗洞 1908. 10. 16(陰) 
開學 
 <申>1908. 11. 11廣告
<皇>1908. 11. 5 




 <申>1908. 10. 22 
55 私立仁興學校測量科 
仁川府舊邑面官廳
洞 1908. 10. 24 吳永烈(郡守) <申>1908. 10. 24 廣告 
56 南氏測量學校 漢城南部椒洞 1908. 10. 24 南相完(設) <申>1908. 10. 24 廣告
57 支弦書樓測量講習所 慶北大邱 1908. 10. 27 徐相夏(設) <申>1908. 10. 27 
58 得英測量學校 平南三和港 1908. 10. 28 
紳商會社社員
諸氏 <申>1908. 10. 28. 雜報 
59 測量大成學校 
全北茂朱郡豊東面
地山里 1908. 10. 29 以前 張博 <皇>1908. 10. 29 雜報 




 <皇>1908. 10. 25 ; 10. 27




 <申>1909. 6. 30 學界 
62 速成測量學校 私立養正義塾內  1908. 10 無 <皇>1908. 10. 2 ; 10. 7 
63 測量·日語講習所 漢城北部安峴獎學社內 1908. 10  <申>1908. 10. 27 廣告 




<皇>1908. 10. 29 雜報 
65 咸南學校 漢城中部中麻洞 1908. 11. 1
卒業 
 <皇>1908. 11. 6 
66 私立光南學校 漢城南部筆洞 1908. 11. 52回磨勘  <申>1908. 11. 4 
67 龍灣測量學校 黃海道義州府 1908. 11. 10卒業式 金道濬·崔錫夏 <皇>1909. 1. 19 廣告 
68 霧泉測量學校 京畿道開城東部 
1908. 11. 11
2回 募集  <皇>1908. 11. 11 
69 專門講習所 漢城西小門 1908. 11. 11  <皇>1908. 11. 11廣告 
70 堤川測量學校 忠北堤川郡邑部里 1908. 11. 20 沈相倫 <校友會報>第1號
71 安邊郡測量學校 咸南安邊郡 1908. 11. 21 <申> 1908. 11. 21 雜報
72 私立培義學校測量
科 
京畿道開城郡 1908. 11. 21
卒業 
 <申>1908. 12. 6 雜報 
73 私立普成中學校附屬測量學校 忠北淸州郡 1908. 11. 22 閔泳殷(設) <申>1908. 11. 22 雜報 
74 開城私立測量學校 京畿道開城郡 1908. 11. 22 朴容柱(師) <申>1908. 11. 22 雜報





 <申>1908. 11. 11
<皇>1908. 11. 12 




子仲 <申>1908. 12. 13 雜報 





卒業式 李東輝 <皇>1908. 12. 8 雜報 





號2層洋屋 1908. 11  <皇>1908. 11. 5 
82 昌興測量學校 仁川郡黃等川面杜
谷里自家 
1908. 11 全宇奉(設) <申> 1908. 11. 27 廣告 
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表3.1(d) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 
根據 
83 雙斌義塾測量科 京畿道豊德郡 1908. 12. 1
卒業試驗 
 <皇>1908. 12. 10 
84 光羲測量學校 漢城西部 1908. 12. 4
2回卒業 
 <皇>1908. 12. 4 
85 隆昌講習所 漢城中部河橋北川邊 
1908. 12. 5
開學  <申>1908. 11. 29 
86 皇城協同測量組合公州出張所  忠南公州郡 
1908. 12. 8
卒業式  <申>1908. 12. 13 
87 
京城明進測量講習





卒業  <申>1908. 12. 11 
89 唯東測量學校 江原道江陵郡 1908. 12. 12 鄭奎豊 <申>1908. 12. 12 雜報
90 私立泰興學校 平北泰川郡 1908. 12. 12 <申>1908. 12. 12 雜報
91 漢城漢南測量學校 漢城漢江里 
1908. 12. 19
卒業 劉興烈  
92 西上測量學校 
慶北大邱郡西上面
桂上洞 1908. 12. 19 徐某氏 <申>1908. 12. 19 雜報 
93 武津私立測量學校 平南 平壤郡武津 1908. 12. 24 桂明儒·玉潤喆 <申>1908. 12. 24 雜報
94 東信測量講習所 漢城西部大昌洞 
1908. 12. 25
1回卒業式  <申>1908. 12. 25 
95 南原郡私立測量講
習所 
全北南原郡 1908. 12. 25  <京>1908. 12. 25雜報
<皇>1909. 6. 5 
96 龍明測量學校 平北龍川 1908. 12. 29
卒業式 
 <申>1908. 12. 29 雜報 
97 大韓測量學校 漢城 1908. 12卒業 金斗燮 卒業證書 
98 南陽郡私立普興學校測量科 京畿道南陽郡 1908. 12 卒業式  <申>1908. 12. 11 
99 啓明測量講習所 全北高山郡 
1908. 12
設立 宋義龍·朴俊浩 <申>1909. 6. 4 
100 私立德源測量學校 咸南德源郡 1908  全澤鳧證言 
101 官立利運學校 仁川濟物浦 1908  <中東八十年史>, p81 
102 毛洞測量學校 慶北 1908 卒業  前揭 學籍簿 
103 私立測量學校 慶北義城郡 南部面 1908 卒業 前揭 學籍簿 
104 義興測量學校 漢城北部東拾守橋 1909. 1. 1
1回卒業式 
李度萬 <申>1909. 1. 1 
105 昌明測量學校  1909. 1. 1卒業式 鄭萬朝 <京>1909. 1. 1 廣告 
106 金谷測量學校 慶北安東郡 1908. 1. 3卒業  
前揭 學籍簿 
<皇>1909. 2. 5 





州內面西部 1909. 1. 8 李敏榮·丁薰敎 
<皇>1909. 1. 8 
<申>1909. 1. 6 
109 高氏測量學校 黃海道信川郡 1909. 1. 9 高贊奎 <皇>1909. 1. 8 雜報 
110 上毛測量學校 慶北善山郡下古尾
面上毛洞 
1909. 1. 8  <申>1909. 1. 8 
111 江東測量學校 平南江東郡南山面 1909. 1. 12  <申>1909. 1. 12 雜報 
112 永新學校測量科 全北扶安郡萊湖 1909. 1. 12 金祺中·鄭潤朝 外 <申>1909. 1. 12 雜報
113 私立大雅學校 忠南懷德郡 山內面踏積洞 
1909. 1. 14
卒業 具周鉉 權容範の卒業證書 
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表3.1(e) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 
根據 
114 樂育高等校測量科 慶南晋州 1909. 1. 17
卒業 
 <皇>1909. 2. 9 
115 玉峯測量講習所 慶南晋州 1909. 1. 19 金相鶴·鄭文永·朴
在九(校監) 
<申>1909. 1. 19 
116 咸壹學校 咸北鏡城郡 1909. 1. 27 車丙淳 <申>1909. 1. 27 雜報 
117 東萊公立勞動夜學校測量速成科 
釜山東萊府(現釜山
廣域市東萊區)首面 1909. 1 
李禎烈(長)
吳泰根(監) <申>1909. 1. 6 廣告 
118 光東測量學校 
忠南燕岐郡北二面?
山洞 1909. 1 柳寅哲(長) <申>1909. 1. 7 廣告 
119 東萊明倫學校 慶南東萊府 1909. 1 宋銓慶(師) <申>1909. 1. 15 雜報 
120 景興測量講習所 慶南草溪郡(現陜川
郡草溪面) 
1909. 1 金奎曄(所長)李南壹(監) <申>1909. 1. 16 광고 
121 大邱壽昌學校測量
講習所 
慶北大邱 1909. 2. 19  <申>1909. 2. 19 雜報 
122 甕津協成學校測量科 
黃海道甕津郡北面
花山里 1909. 2. 20 李圭璋 <申>1909. 2. 20 雜報 
123 測量算術製圖學校 漢城南部棗洞 1909. 2. 23 山崎園臧(日人) <皇>1909. 2. 23 廣告<民>1909. 9． 1 廣告 
124 星山測量學校 
京畿道通津郡月餘
串面 1909. 2. 26 卒業 林興模 <申>1909. 2. 26 廣告 
125 崔氏測量講習所 黃海道海州來成面 1909. 2. 27 崔養善 <申>1909. 2. 27 雜報
126 普成測量講習所 
黃海道長淵郡西門
外尹景元舍廊 1909. 2. 28 金濟殷․尹景元 <申>1909. 2. 28 廣告 





慶北大邱 1909. 2 卒業  前揭 學籍簿 
129 廣?測量學校臨時事務所 漢陽中部寺洞 1909. 2  <申>1909. 2. 9 廣告 
130 白家測量講習所 
黃海道 
海州郡來成面 1909. 2 崔良善 <申>1909. 2. 27 雜報 
131 南進測量講習所 全北古阜郡 1909. 3. 6 
鄭海瑾(長)․黃鍾允(





1909. 3. 7 卒業式 張敎赫(所長)․車宰모(師) <申>1909. 3. 23 廣告 
133 耶蘇敎測量學校 黃海道鳳山郡 1909. 3. 11
卒業 
郭周浩 <申>1909. 3. 12 
134 私立達明測量學校 慶北大邱郡東中面砧山洞 1909. 3. 12  <申>1909. 3. 12 廣告 
135 下漢測量學校 漢城中部下漢洞 1909. 3. 12 李稷鎬(師) <申>1909. 3. 12 雜報
136 寧邊郡私立測量養成所 平北寧邊郡 
1909. 3. 16
卒業式  <申>1909. 3. 27 廣告 
137 李氏測量科 漢城安洞德語學校內 1909. 3. 19 李範九·李起鍾 <申>1909. 3. 19 雜報 
138 私立萬東義塾 
漢城東部黃橋登子
洞 1909. 3. 19  <申>1909. 3. 19 
139 鳳崧測量學校 全北高山郡柏峴里 
1909. 3. 20
卒業  <皇>1909. 4. 13 雜報 
140 黃澗郡私立測量學
校 
忠北黃澗郡 1909. 3. 23 申昌休 <申>1909. 3. 23 
141 
平壤師範豫備講習
所 平南平壤 1909. 3. 30 鄭在命(主務) <皇>1909. 3. 30 廣告 
142 扶安金氏測量科 全北扶安牛浦 1909. 3. 30 金鼎濟 <皇>1909. 3. 30 雜報 
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表3.1(f) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者· 
校長·所長 
根據 












<申>1909. 3. 10 學界 




<皇>1909. 3. 11 ; 3. 19; 
梁在星の卒業證書 
147 下漢測量學校 漢陽中部下漢洞 1909. 3 李稷鎬(師) <申>1909. 3. 12 雜報 
148 彰明測量學校 全北金堤 1909. 3  <皇> 1909. 3. 13 
149 養成學校私立測量
講習所 
慶北大邱郡 1909. 3 徐鳳綺(所長)․裵瀯․
孫炳민(師) <申>1909. 3. 25 廣告 
150 大邱郡養成測量講
習所 
慶北大邱府 1909. 3 修了  前揭 學籍簿 
151 私立韓東測量學校 漢城北部松峴 1909. 4. 1 卒業  <申>1909. 6. 1 學報 
152 私立鳳城測量講習所 慶北奉化郡 
1909. 4. 5
 卒業 李承宇 李源永の卒業證書 
153 達興學校 慶北大邱西小門外 
1909. 4. 6





 卒業  <皇>1909. 4. 9 廣告 
155 永化測量學校 慶北安東郡 1909. 4. 13
以前 
李敦鎬(長)․柳寅秀(





 <申>1909. 5. 12 
157 私立大進測量學校  1909. 4. 20卒業  <申>1909. 5. 6 
158 私立新明測量學校  1909. 4 卒業  <申>1909. 4. 27 
159 測量實習所 京城棗洞 1909. 4 
農商工部 官許 
盧榮熙 <申>1909. 4. 20 廣告 
160 大韓測量總管會 漢城 
1909. 5. 1
開學 金澤吉 <皇>1909. 4. 25 廣告 
161 吉州郡普成校測量
科 
咸北吉州郡 1909. 5. 1
卒業 
 <申>1909. 6. 16 學報 
162 光宣測量學校 平北宣川郡 1909. 5. 7 
卒業 
 <申>1909. 5. 7 
163 寧邊測量養成學校 平北寧邊郡 1909. 5. 16  <申>1909. 6. 9 學界 
164 私立普成筆洞學校 咸北吉州郡 1909. 5. 27 申尙敏·太明準(師) <申>1909. 5. 27 學界 
165 明醒新塾測量科 黃海道瓮津郡(現仁川廣域市)九州面 1909. 5 九州面長 柳成壹 <申>1909. 5. 9 學界 
166 英明測量學校 慶北英陽郡邑內面甘川洞 1909. 6. 1 吳鉉台 <申>1909. 6. 1 雜報 
167 聚英學校 全北珍山郡 
1909. 6. 3





卒業試驗  <申>1909. 6. 3 學報 
169 大邱養成學校 慶北大邱 1909. 6. 9 徐鳳綺 <申>1909. 6. 9 學界 
170 私立義信學校 全南濟州 1909. 6. 27
卒業 
曹秉采 <申>1909. 6. 27 雜報 ; 
9.15 ; <民>1909. 9. 14 
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表3.1(g) 民有林野測量施行私立測量学校 目録 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 根據 






1909. 6 桂禎賀 <申>1909. 6. 4 雜報 
173 普明學校 京畿道抱川郡內面鳴山里 
1909. 7. 1
卒業  <申>1909. 7. 1 學界 
174 吉成測量學校 慶北安東郡吉安?溪里 
1909. 7. 11










卒業  <申>1909. 7. 24 學界 
177 海明學校內圖根測
量科 
慶南陜川郡海印寺 1909. 7. 30
卒業 
 <申>1909. 7. 30 雜報 
178 延興學校測量科 黃海道延安郡 1909.7. 30
卒業試驗 
 <申>1909. 7. 30 學報 
179 盈德測量學校 慶北盈德郡北面下注里 
1909. 8. 4
卒業  <申>1909. 8. 4 學報 
180 昌興新塾 全北淳昌郡福興面龜嚴寺內 
1909. 8. 28





1回卒業試驗  <申>1909. 9. 16 學報 
182 敎鄕學校北間島 北間島 1909. 9. 24  <京>1909. 9. 24 
183 沃川郡東明學校 忠北沃川郡 1909. 10. 15  <民>1909. 10. 15 





面新興里 1910. 2 開學 
李永植(所長)
鄭亨燮(所監) <申>1910. 4. 1 雜報 
186 春川私立測量學校 江原道春川郡 1910. 4  <春農75年史の脈絡>, 
1984 
187 測量員養成所 漢城中部 1910. 8. 13 朴基東外 2人 <官報> 1910. 8. 13
 
表3.2(a) 測量製図事務所 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 
根據 
1 査測所 仁川港內洞 1908. 2. 8  <申>1908. 2. 8 
2 大東測量製圖事務所 京城南部履洞 1908. 4. 6  <皇>1908. 4. 9 ; <申>1908. 4. 10 
3 維新測量事務所 漢城中署黃士紀念碑閣下谷 1908. 4. 11  <申>1908. 4. 11 廣告 
4 測量製圖所 漢陽茶洞兪炳玉家 1908. 5. 1 ? <申>1908. 5. 1 廣告 
5 共同測量製圖事務所 漢城中署校洞 1908. 5. 14  <申>1908. 5. 14 
6 海東測量事務所 漢城中暑典洞 1908. 5. 16  <申>1908. 5. 16 
<皇>1908. 5. 17 
7 協成測量製圖事務所 漢城中部毛橋南川
邊后麵洞 
1908. 5. 16  <申>1908. 5. 16 
<皇> 同一字 
8 廣東測量製圖事務所 漢城西署筆洞 1908. 5. 29  <申>1908. 5. 29 




番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 
根據 
10 會同測量事務所 漢城南署會洞 1908. 6. 5  <申>1908. 6. 5 
11 東一測量事務所 漢城中署大廣橋西
北隅 
1908. 6. 5  <申>1908. 6. 5 
12 韓興測量製圖所 漢城北部中學橋 1908. 6. 12 盧炳祥(總務) <申>1908. 6. 12 
13 華洞測量事務所 漢城西門外尾日 1908. 6. 12  <申>1908. 6.12 廣告 
14 片村公務所 漢城旭町2丁目 1908. 6. 12 
片村龜入郞(日
人) <申>1908. 6. 12 廣告 
15 廣興測量製圖事務所 漢城中部中谷 1908. 6. 16  
<皇>1908. 6. 16  
<申>1908. 6. 18 
16 普興測量事務所 漢城西署社稷洞 1908. 6. 17  <皇>1908. 6. 17 廣告 
17 明信測量事務所 漢城西部南門外
鍮洞 
1908. 6. 23  <申>1908. 6. 23 
18 普昌測量製圖事務所 漢城南部椒洞 1908. 7. 4 吳完根 <申>1908. 7. 4 
19 慶北測量事務所 漢城西部南門內?洞 1909. 7. 5 金瑩植(總務) <申>1908. 7. 5 
20 普成測量事務所 漢城中署校洞 1908. 7. 8 李相慶 <皇>1908. 7. 8 
21 關東測量事務所 漢城南署美洞 1908. 7. 19 
成孝國·崔俊相(
事務員) <申>1908. 7. 19 
22 普光測量事務所 漢城南署詩洞 1908. 7 趙東璧 <申>1908. 7. 15 














磨勘 任昌宰(設) <申>1908. 8. 22 
26 廣南測量事務所 京畿道廣州郡崔益
永家 




1908. 9. 1  <申>1908. 9. 1 
28 私立關西測量製圖事務所 
平北嘉山郡龍灘里
誠明學校內 1908. 9. 22 李秀根·宋錫雄 <皇>1908. 9. 23 廣告 
29 盧鍾成家 漢城西部大平洞 1908. 9. 22 盧鍾成 <皇>1908. 9. 22 
30 華城測量製圖事務所 
京畿道水原南門內
南小洞 1908. 9. 22 
金澤吉·吳琪永·
李鍾浩 <申>1908. 9. 22 
31 靑邱測量製圖事務所 漢城西部新長路 1908. 9. 23 吳柏永(總務) <皇>1908. 9. 23 廣告 
32 東昌測量事務所 漢城中部典洞 1908. 9. 30 安晩秀 <皇>1908. 9. 30 
33 廣城測量事務所 漢城中部內相洞 1908. 10. 2 金澤吉(總務) <申>1908. 10. 2 
34 大興測量事務所 漢城西署積善坊唐皮洞 1908. 10. 9  <申>1908. 10. 9 廣告 
35 東一測量製圖所 漢城校洞 1908. 10. 22  <申>1908. 10. 22 
36 三可測量事務所 漢城南部大仁峴 1908. 10. 23  <申>1908. 10. 23 





 <申>1908. 11. 11 
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表3.2(c) 測量製図事務所 
番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者·
校長·所長 
根據 
39 合資測量製圖事務所 忠南公州郡 1908. 12. 4.  <皇>1908. 12. 4 
40 精壹測量事務所 京畿道豊德郡東面
官谷里 
1908. 12. 9  <申>1908. 12. 9 ; 12. 12 
41 龍峴測量事務所 黃海道安州 1908. 12. 9 吳德衍 <申>1908. 12. 9 
42 東晟測量事務所 慶南晋州郡北門外秋收洞 1908. 12. 20  <申>1908. 12. 20 雜報 
43 延昌測量事務所 
黃海道延安郡南大
門內邊汝文氏家 1909. 1. 16  <申>1909. 1. 16 
44 國興測量製圖事務所 漢陽中部寺洞 1909. 1  <申>1909. 1. 17 廣告 





1909. 2. 16 李斗鎬 外 <皇>1909. 2. 16 
47 三谷測量事務所 黃海道海州長淵甕
津松禾西邑 
1909. 2. 21 吳發泳(測量技
手) 
<申>1909. 2. 21 
48 鳳鳴測量製圖事務所 慶北金山郡(現金泉市) 1909. 2. 24 曹相薰 <申>1909. 2. 24 
49 普光測量事務所 慶北金山郡金泉面中洞 1909. 2. 27 崔錫柱 <申>1909. 2. 27 
50 
專門講習所(大濟旅館
內) 漢陽鐘路 1909. 2  <申>1909. 2. 12 廣告 
51 湖西測量事務所 忠南公州郡 1909. 2 成周경(所長)  <申>1909. 2. 23 
52 慶延測量製圖事務所 慶北延日郡北上島 1909. 3. 21 崔炳魯外 <申>1909. 3. 21 
53 大韓測量事務所 平南三和港 1909. 4. 8 裵亨湜 <皇>1909. 4. 8 
54 大韓測量事務所 漢城南部棗洞 1909. 4. 15 盧秉熙 <申>1909. 4. 15 廣告 
55 三昌測量事務所 平南三和港碑石洞 1909. 4. 22 元容吉 <申>1909. 4. 22 廣告 










<申>1909. 4. 27 廣告 
60 大韓測量事務所 漢城中部典洞 1909. 5. 15 金亨澤·金承元 <皇>1909. 5. 15 





<申>1909. 6. 19 
學界 
62 金龍淵家 平北寧邊郡貧下里 1909. 5. 23 上同 <申>1909. 5. 23 
63 唯一測量事務所 漢城西部亭子洞 1909. 6. 10 金錫永·李振鎔 <申>1909. 6. 10 
64 山田商會 京城旭町2丁目 1909. 6. 17 山田(日人) <大韓民報>1909. 6. 17 廣告 





事務所聯合 1909. 7  <申>1909. 7. 6 雜報 
67 瑞興郡測量事務所 黃海道瑞興郡 1909. 9. 2 盧鎭夏 <申>1909. 9. 2 雜報 
68 加平協成測量事務所 京畿道加平郡內面 1909. 9. 19 卓聖載·金英鎬(
設) 




番號 學校· 講習所名稱 場所 設立時期 設立者· 
校長·所長 根據 
69 平北測量事務所 平北宣川郡 1909. 10. 2 李鍾壹 <申>1909. 10. 2 雜報 
70 測量製圖代書事務所 京城 1909. 11. 12 金啓運 <大韓民報>1909. 11. 12 
71 山陽測量事務所 全南寶城郡江洞里 1909. 11. 14  <申>1909. 11. 14 廣告 
72 安城郡測量組合所 京畿道安城郡 1910. 3 安城郡守
金英鎭 
<申>1910. 3. 18 
73 義進測量事務所 漢城西部光化門前皮洞 1910. 4. 19  <申>1910. 4. 19 廣告 






































































































内ニ 屆出ヲ 爲シタル 者ハ … 直ニ 土地ノ所有權ヲ 獲得シタル 誤解カ アルガ 調査ノ 上
ニ 非サレハ 其の 所有權ハ 確定 セサル…43」」 
2) 證明が明確な場合：原文は次のとおりである．「舊森林法第19条ニ 依リ 期限内ニ 地籍屆ヲ 爲
ササリシ 土地ニ 對スル 土地家屋證明規則又ハ 土地家屋所有權証明規則ニ依ル 所有權證
明方ニ付テハ民有タル 證據明確ニシテ事情憫諒スヘキモノハ 事由ヲ具シ指揮ヲ受クヘキ 旨
…既に通牒置候處今般施行セラレタル 森林令第29條ノ規定ニ依レハ此等林野ト 雖永年禁養
ノ實アルモノハ 同令第7條ノ貸付ヲ受ケタルモノト 看做サレ候ニ付テハ此等ノ林野ニ 付テハ造





3) 国有地の可否について：「右 <府尹ㆍ郡ニ 於テ 所有權ノ 証明ニ 公示ヲ 爲シ… 國有ニ 非
サルヤ否ヤ 點…>ハ府尹ㆍ郡守ニ於テ直接査定スヘキモノナル旨…45」」とあり，その樣な問題
は朝鮮林野調査令46)第10条「隆熙2年 法律第1号 森林法第19條ノ 規定ニ 依リ 地籍ノ屆出ヲ 















三  開墾, 牧畜, 造林又ハ工作物ノ建設ノ爲林野ヲ借 受ケタル者 



















































































































































図3.8 朝鮮人の測量商店広告   
資料：大韓毎日新聞1909年6月22日 主人 金 應龍 
 

























学校名 書記 書記補 技手 技手補 雇員 計 比率*) 
(%) 
併合前諸学校 31 3 30 5 22 91 3 
度支部養成所 39 0 174 0 1 214 6 
本局養成所 45 23 187 112 77 444 13 
其ノ他養成所 4 0 0 3 3 10 0 
内地諸学校 5 3 0 0 1 9 0 
實業学校 29 36 154 60 42 321 9 
高等普通学校其ノ他普通
学校 
32 2 50 17 32 133 4 
簡易実業学校 4 4 5 23 38 74 2 
普通学校其ノ他私塾 220 48 871 308 771 2,218 63 
合計*) 409 119 1471 528 987 3,514 100 


































































































道名 着手年月日 完了年月日 道名 着手年月日 完了年月日 
京畿道 1916.10.20 1924.12.11 黄海道 1917.5 1924.12 
忠淸北道 1916.10.22 1922.3.17 平安北道 1917.6.18 1925.4.17 
忠淸南道 1916.5.3 1921.5.12 平安南道 1917.5 1922 
全羅北道 1918.7.7 1922.5.30 江原道 1917.4.19 1924.11.10 
全羅南道 1917.1.30 1924.7.3 咸鏡北道 1917.4.11 1925.1.8 
慶尚北道 1917.10 1924.7 咸鏡南道 1914.12.5 1925.1.28 
慶尚南道 1916.11.15 1924.8.9 － － － 
資料：各道林野調査終末報告書 
図4.1 林野申告書表紙 慶尚南道 金海郡    図4.2 林野調査測量 1920年初京畿道管内 
   酒村面 農所里 林野所有者が提出した 
   申告書綴 
資料: 大韓地籍公社 地籍硏修院 史料室 
資料：京畿道林野調査終末報告書，國家記  
  錄院 
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図4.3 林野調査書表紙 慶尙南道金海郡 
    林野調査書 
資料:大韓地籍公社 地籍硏究院 史料室 
図4.4 林野調査功勞金授與狀 
        (1924年5月15日) 
從事者朴隋羲 功勞不尠14圓を咸鏡北  
 道が賞與す 

























































































順番 部・道名 試験年月日 内訳 根拠(林終報)
1 農商工部 1916.10.20 京畿道富平郡において p.10 
2 咸鏡南道 1914.12. 5 咸興邑背後盤龍山 p.205 
3 忠淸北道 1916.10.22 淸州郡四洲面他5個面において p.220 
4 平安南道 1916 大同郡古平面，西川面において p.428 
5 慶尚南道  1917. 2 東萊郡南面他6個面において p.312 
6 平安北道 1917. 6.18 博川郡において p.832 
7 咸鏡北道 1917.10.15 鏡城郡朱南面，梧村面において p.325 
8 黃海道 1917 海州郡長淵面において試験調査 p.12 





































































表4.3 面費負担額 (単位：円) 
1筆面積 1筆当たり徴収する金額 1筆面積 1筆当たり徴収する金額 
1町步以下 0.20 70町步 以下 4.00 
3町步以下 0.40 100町步 以下 5.00 
6町步以下 0.70 150町步 以下 6.00 
10町步以下 1.00 200町步 以下 7.00 
20町步以下 1.70 250町步 以下 8.00 
30町步以下 2.30 300町步 以下 9.00 
40町步以下 2.80 350町步 以下 10.00 











































順 法 規 公布期間(官報) 種別・番号 出 典 
1 森林令 1911年6月20日 制令第10号 官報 




1912年2月3日 府令第6号 官報 
4 国有林野区分調査内規 1915年2月9日 内規  
5 林野整理調査内規 1916年10月20日 内規 
京畿道林野調査終末報
告書 




7 朝鮮林野調査令 1918年5月1日 制令第5号 官報 








10 朝鮮林野調査令施行手続 1918年11月26日 訓令第59号 官報 
11 朝鮮總督府林野調査委員会章程 1919年12月9日 訓令第51号  




1921年11月10日 内訓第1号  
14 朝鮮總督府林野調査委員処務規程 1922年9月20日 内訓第1号  
15 朝鮮特別縁故森林譲与令 1926年4月5日 制令第7号 官報 
16 同施行規則 1926年12月25日 府令第87号 官報 














順 規程・心得・要項名 制定時期 種別番号 出典 






2 林野調査委員会規程 1918年12月10日施行  忠北 
3 同事務分掌内規 1919年1月15日 忠北内訓第1号 忠北 
4 林野調査測量員事務員採用心得   慶北 
5 林野調査従事員勤務心得   江原 
6 申告書作成心得   江原 
7 野帳記入心得   江原 
8 林野調査監督員及調査員心得   全南 
9 林野調査実施及監督心得   平北 
10 林野調査監督員外業心得   
平北・慶
南 
11 測量手心得   慶南 
12 内業従事員心得   平北 
13 林野調査簿と林野図縦覧者心得   
京畿・全
南・咸北
14 林野總代心得   平北 
15 申告書検査要領   平北 
16 野帳検査要項   平北 
17 原図検査要項   平北 
18 調査書検査要項   平北 
19 林野整理調査費取扱内規 1917年2月27日施行  慶南 
20 林野整理調査心得 1917年2月27日施行  慶南 
21 内業図書検査心得 1918年4月23日施行  慶南 
22 林野調査検査員服務心得 1919年3月5日施行  慶南 
23 異動整理事務取扱心得 1921年12月22日施行  慶南 
24 異動地取扱心得 1922年3月20日施行  慶南 












順序 種別 制定日 條項数 制定所 
1 江原道版 なし 43 総督府(農商工部)制定，林終報 p.153 
2 平南版 1917.10.13 43 平安南道 制定，林終報 p.484 
3 京畿版 1917.10 69 
京畿道で総督府内規を補完 
林終報別冊 
4 全南版 1917.9.20 34 
題目林野調査實行方法内規 
全羅南都林終報 p.15 




























































































         図4.7 山土地臺帳中介在地臺帳 
         全羅北道 沃溝郡(現 群山市)玉井里山17垈5反18步 
       1921年9月30日査定, 1939年3月20日土地臺帳登錄に依り抹消 
       土地臺帳209ノ1, 165坪 









































日本人 朝鮮人 日本人 朝鮮人 
全羅北道 65 52   290p 
咸鏡南道 63 35  2.50 230p 
黃海道 80 69  2 63p, 282p 
慶尚南道    2.50 374p 
忠淸北道    1 内業員 月給 70円227p 































表4.8 年度別採用者数及び退職者数            (単位：人) 
年度別 採用者数 退職者数 
1917 41 8 
1918 35 29 
1919 49 49 
1920 31 34 
1921 33 24 
1922 19 15 
1923 11 39 
1924 9 11 















地域 筆数 面積(㎡) 備考 
全羅北道 茂朱郡 33 150,780,541 德裕山 




































長水 4 16,398,049 国(山林庁) 1987 図上 未成筆 所管庁 德裕山 
南原 6 65,159,277 国(山林庁) 1979 測量 未成筆 所管庁  
全南 求禮 19 88,089,801 国(山林庁) 1990 図上 未成筆 所管庁 智異山 


















河東 12 83,456,301 国(山林庁) 1989 図上 未成筆 同上 智異山 


























































































図4.8 位置及境界誤謬訂正圖 事例 
忠淸北道 泰安郡 遠北面 防葛里 盆店島 山234, 山235, 山234-1 
1918年 査定,2004年4月21日 訂正登錄, 縮尺1:6000, 
鶴岩浦海水浴場前の海上に位置 
面積234 林野8,430㎡→10,912㎡,234-1 林野37,289㎡→38,770㎡,235林野11,603㎡ 














忠淸北道 瑞山郡(現 泰安郡)所遠面 茅項里 濱池を1969年11月19日査定1324 4,442坪, 
1325 10,006坪を國有に登錄した圖面の一部．左上空白は海面 
現 萬里浦 海水浴場 測量者は著者  資料: 泰安郡 民願奉仕課 李聲鍾 係長 
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   図4.10 新規登録した島嶼 
    全羅南道 莞島郡 郡外面 永豊里 地番907.48㎡ 
   2010年8月13日 一齊 調査 時 新規登録 907 地番地目は林野 






































































































































































2) 金容雲，金容局：朝鮮数学史1982 年改正版，悦化堂，p.51，1982. 
3) 倉住靖彦：大宰府，（株）教育社，pp.110-111，1987. 
4) 日本地学史編纂委員会：日本地学の展開（大正13 年～昭和20 年）＜その２＞－「日本地学史」





7) 小林茂：近代日本の地図作成と東アジア－外邦図研究の展望－，E-journal GEO, Vol.1 (1), pp. 
52-66, 2006. 
8) 韓相復：海洋学から見た韓国学，海潮社，pp.8-9，1988. 
9) 前掲8)，p.105, p.392. 
10) 李鎮昊『増補 大韓帝國地籍及び測量史』，土地，pp.39-47, 1991. 
11) 参謀本部北支那方面司令部，外邦測量沿革史＜上巻＞，p.50，明治28年～39年，1939. 
12) 前掲9)付録1『測量外侵年表』，図書出版パルンキル, pp.987-1001，1999. 
13) 前掲 10) p.10. 
14) 海上保安庁水路部編：水路部八十年の歴史，水路部創設八十年記念事業後援会，1952. 
15) 海上保安庁水路部業務百年史編纂室編：日本水路史，日本水路協会，1971. 
16) 南縈祐：日帝の韓半島測量侵略史－朝鮮末日帝強占期，法文社，ｐ.35, 2011. 
１７）大韓民報，1909年10月26日. 
18) 牛越国昭：対外軍用秘密地図のための潜入盗測, 同時代社, pp.150-151 
19) 光岡雅彦：朝国古地名の謎，学生社，p.8, 1982. 
20) 南縈祐：旧韓末韓半島地形図，成地文化社，1997. 
21) 韓国書誌学者：李鍾学翁所蔵 彼の死後水原博物館に寄贈 
22) 陸地測量部：陸地測量部沿革誌，p.146, 1921. 
23) 前掲10)，pp.39-40, 1895. 
24) 前掲18), ｐ.239,346 
25) 外邦測量の沿革に関する座談会，建設省国土地理院所蔵，p.6, 1936.7.25. 






















47) 前掲11), pp.140-141 
48) 前掲11), pp.140-141 
49) 前掲11)，ｐp.192-193 





55) 朝鮮総督府臨時土地調査局: 朝鮮土地調査事業報告書，p.525，1918. 
56) 官報，1910.3.5． 

















 奎章閣所藏 獨立新聞,1899.3.11，Krumm.初任給300圓，毎年50圓昇給，契約5年目は500圓， 
 当時の勧告の大臣の年俸は4000圓（月333圓） 






1) 岡衛治：朝鮮林業史, 朝鮮林業協會, p.299, 1945. 
2) 岡衛治：韓国末期の林業創始時代, 朝鮮林業逸誌, p.107, 1933. 
3) 朝鮮独立の重視，文化の形成，維持発展に関して民族性の見地を叫ぶ主義 
4) 官報, 1908.1.24 漢文と韓国語を混用，当初の本文では「申告」，日本語訳では「屆出」． 
5) 官報, 1908.4.25 
6) 官報, 1911.1.20 同日字， 森林令第26條． 
7) 李鎭昊：韓國地籍史, 図書出版バルンキル, pp388-393, 1999. 
8) 内閣記録局, 1908.6.30《職員録》． 
9) 道家充之：韓国時代の森林に関する思い出話, 朝鮮山林會, 朝鮮林業逸誌, pp.13-14,1933 
10) 根岸賢一郎，丹下 健，鈴木誠，山本博：演習林46, 東京大学大学院農学生命科学研究科附
属演習林, pp.57-121. 2007. 
11) 京鄕新聞, 1908.6.19 
12) 大韓毎日申報, 1908.9.4. 
13) 上掲新聞, 1908.9.5. 
14) 上掲新聞, 1908.10.2. 
15) 権寧旭：朝鮮における日本帝国主義の植民地的森林政策, 歴史学研究, No.297, pp.1-17, 1
965 
16) 高乗雲：日米の朝鮮経済侵略史, 雄山閣, p.13, 1995. 
17) 前掲16), p.143 
18) 前掲16), p.198 
19) 斎藤音作：朝鮮林業逸誌, 朝鮮山林会, p.197, 1933. 
20) 度支部會報, 1909.6.4 
21) 湖南學報第2號, 湖南學會, p.41, 1908.7.25 
22) 皇城新聞, 1908.10.24 
23) 大韓毎日申報, 1908.10.20, 論説「地方人士の測量」 




省略， 起源は統一新羅の時の眞聖女王5(891)年． 土地調査令第4條には 住所・姓名・土地
の所在・地目・字番號・四標を申告せよと規定したが土地調査後消滅した(李鎭昊：韓國地籍百
年史Ⅳ 舊用語辭典)． 
26) 大韓毎日申報, 1909.11.16 
27) 度支部会報, 1908.12.18 
 73
28) 大韓毎日申報, 1909.5.16 
29) 皇城新聞, 1909.3.12 
30) 上掲新聞, 1910.8.20 
31) 山林課起案文書, 1911.9.26 地籍報告事務員に訓達の件，國家記録院 
32) 朝鮮林野調査報告書：朝鮮總督府農林局編纂, p46, 1938. 
33) 前掲32), p.46 
34) 権寧旭の前掲論文15)と高乗雲の前掲書16)は共に「これは全体林野面積の7分の1弱しか達し
てない」と記述した．上記の統計に依拠すると45分の1強である． 
35) 前掲32), p.46 
36) 前掲32), pp.191-192 
37) 國家記録院, 1911.5.12 農商工部山林局林政課起案文資料， 地籍報告竝ニ私有山野証明
報告取扱方ノ件 
38) 國家記録院, 1911.9.6 農商工部森林山野地籍報告整理 順序ニ關スル件の起案文を要約資
料 
39) 前掲15) , p.4 
40) 朝鮮林野調査委員會編纂：朝鮮林野調査委員會例規高等法院判決, 民上第100號, pp149- 
   150, 1911.6.17 
41) 國家記録院 官通牒第23號, 1912.1.16 農商工部長官ヨリ各道長宛 京畿道ヲ除ク資料，舊森
林法第19條，地籍屆ニ關スル疑義ノ件 
42) 土地調査例規第5輯：朝鮮森林山野所有權ニ關スル指針臨時土地調査局, p.227, 1913. 
43) 官通牒 第250號：土地調査例規第5輯, 地籍屆出ニ關スル件, p.213, 1913. 
44) 朝鮮總督府官報・官通牒第2號, 1912.1.9 地籍屆出ノ森林山野ニ關スル件， 政務摠監ヨリ 各
道長官宛 
45) 官報, 1912.1.15 森林山野ノ所有權査定ニ關スル件，忠淸北道知事ガ農商工部長官宛ニ質疑
文ニ對シタ回答文  
46) 朝鮮總督府農林局編纂法令第5號：朝鮮林野調査報告書, 1938. 
47) 朝鮮総督府官報, 1926.4.5 
48) 韓國財務報告第5回：亞細亞文化社影印, p.657, 1910.11 
49) 韓國財務報告第2回：經濟編5, 亞細亞文化社, p.480, 1988. 
50) 柴田榮吉（しばたえいきち）1884年東京山林学校入学，1888年東京農林学校卒業，1891～ 
   1895年帝国大学助教授，以降不明 
51) 皇城新聞, 1919.3.25 広告 
52) 前掲49）, p.480 
53) 黄玹著，林亨澤譯：梅泉野録下, p.453, 2005 
54) 前掲53), p.573 
55) 大韓毎日申報, 1909.2.4 広告 
56) 前掲55), 1908.6.22 広告 
57) 前掲55), 1908.11.14 広告 
58) 前掲55), 1910.4.8 広告 
59) 大韓毎日新聞, 1908.12.12 広告 
 74
60) 皇城新聞, 1909.3.30 広告 
61) 前掲60), 1909.6.22 広告 
62) 前掲53), p.573 
63) 前掲60), 1909.3.12 
64) 京畿高等學校に改編（1911.11.1）現京畿中高等學校 




2) 平安北道林終報, p.8 
3) 前揭2), p.124 
4) 朝鮮総督府林野調査委員会：同委員会例規，p.1, 1923. 
5) 林野調査委員会：朝鮮総督府林野調査委員会報告, p.8, 1936. 李鎭昊訳註韓国地籍百年史 
   資料編Ⅲ, 大韓地籍公社, ソウル, p.600, 2005. 
6) 朝鮮総督府官報, 1935.9.28 
7) 前揭5) 前者p.74, 後者p.632 
8) 朝鮮林野調査事業報告書：朝鮮総督府農林局, p.1, 1938. 本文には9年だとしている． 
9) 前揭8), pp.24-25 
10) 黄海道林終報, p.18 
11) 前揭8), p.13 
12) 前揭8), p.11 
13) 前揭8), pp.11-12 





19) 度支部：土地参考書 土地調査試験報告, 1909. ；李鎭昊訳註：韓国地籍百年史資料編Ⅲ, 大 
   韓地籍公社, ソウル, pp.167 -189, 2005. 
20) 李榮昊：日帝の朝鮮植民地土地調査の起源富平郡土地試験調査, 韓国学硏究18, pp.261- 
   300, 2008. 
21) 大韓民報, 1910.10.30. 
22) 前揭19) 後者, 李鎭昊訳註 
23) 前揭8), p.19 
24) c p.20 
25) 京畿道林終報 p.15の次 ； 李鎭昊訳註：大韓地籍公社, p.809, 2005. 
26) 李鎭昊：朝鮮林野調査と日本人官僚 隠れた資料をさがして, 山林, 1521号, p.32, 2011. 
27) 李鎭昊：大韓帝国時代の森林法がもたらした朝鮮の初期測量とその教育等に関する研究, 林 
  業経済 Vol，65, No．5(No．766) , pp.17-29, 2012.8. 
28) 大韓每日申報, 1908. 9. 5 
29) 前揭27), p.21 
30) 前揭8), p.117 
31) 前揭8), p.121 
32) 慶尙南道 林終報, pp.492-493 
33) 前揭32), p.494 
34) 前揭8), p.120, p.123 
35) 前揭8), p.119 
36) 前揭8), p.119 
 75
37) 前揭8), p.24 
38) 平安南道 林終報, p.484 
39) 全羅南道 林終報, p.15 
40) 京畿道林終報, p.21 ; 前揭19)後者, p.812 
41) 前揭40), p.21 
41) 江原道林終報, p.21, 忠北林終報, p.222, 全北林終報, p.289, 全南林終報, pp.4-5, 慶北林 
  終報, p.108, 慶南林終報, p.312, 黄海道林終報, p.25, 平北林終報, p.831, 京畿林終報, p.10 
42) 前揭10), p.182 
43) 官報, 1918.10.25 
44) 前揭10), p.185 
45) 前揭32), p.377 
46) 前揭38), p.500 
47) 李鎭昊：韓国土地調査事業中教育に関する硏究, 文化歴史地理, 第22巻, 第2号（通巻14
号）,  
   2010.8 
48) 江原道林終報, pp.117-118 
49) 1914年5月25日朝鮮総督府訓令第２１号 
50) 朝鮮総督府臨時土地調査局：朝鮮土地調査事業報告書追録, p.157, 1919. 
51) 李鎭昊：韓国地籍史, 正しい道, p.243, 1999. 
52) 前揭49), pp. 23-24 
53) 前揭8), p.39 
54) 朴基侊：林野・地籍図同一縮尺化事業硏究報告書, 大韓地籍公社忠南支社, p.54, 1993. 
55) 朝鮮総督府臨時土地調査局：島嶼調査標準1915年6月4日制定局訓令第１１号, 
土地調査例規第１輯 一般関係例規, p.275 
56) 臨時土地調査局：朝鮮総督府 朝鮮土地調査事業報告書追錄, p.145, 1918. 
57) 著者不明：朝鮮総督府臨時土地調査局測地課業務顚末書, pp.174-175 
58) 前揭25), p.17 
59) 前揭32), p.319 
60) 金甲洙：地籍行政学槪論四訂版, 新羅出版社, pp.101-102, 1997. 
61) 林野というのは森林および原野を成している樹林地，竹林地，岩石地，砂利地，砂土，湿地，荒




62) 金昌基：島嶼の正位置登錄方案に関する研究, 地籍, 第37巻, 第2号, p.172, 2007. 
63) 大韓地籍公社：未登録島嶼事業施行, 内部報告書，付録 pp.65-187, 2010. 
64) 国土海洋部，未登録島嶼及び海岸辺未登録土地処理推進現況 
65) 国土海洋部例規, 154号, 第5条, 2010. 
66) 大韓地籍公社:土事業前行(島嶼新規登録)  











































一筆ノ面積          一筆ニ付徵收スヘキ金額 
一町步以下           ・円 二〇  
三町步同            ・四〇 
六町步同            ・七〇 
一〇町步同          一・〇〇 
二〇町步同          一・七〇 
三〇町步同          二・三〇 
四〇町步同          二・八〇 
五〇町步同          三・二〇 
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七〇町步同          四・〇〇 
一〇〇町步同          五・〇〇 
一五〇町步同          六・〇〇 
二〇〇町步同          七・〇〇 
二五〇町步同          八・〇〇 
三〇〇町步同          九・〇〇 
三五〇町步同          一〇・〇〇 
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ハ緣故者判明セサルトキハ無申告地 調書ヲ作成スヘシ  
無申告地調書ハ申告書ノ樣式ニ準シテ作成シ餘白ニ調査ノ狀況ヲ記入シ調査員之ニ
認印ヲ爲スヘシ 


















交通ノ便否          地況ノ區分 
1 便                 0 未墾地 
2 稍便               1 除地少シ(全面的ノ凡二割未滿) 
3 稍不便            2  除地稍多シ(凡二割以上五割未滿) 





















































































 d₁=e/n, d₂=2e/n, d₃=3e/n  

























































































































































   
図4.11 最初の獨島 林野 臺帳 1961年4月1日 
鬱陵郡 道洞 (現 獨島里) 山 67 林野6町5200步 




図4.12 鬱陵郡 獨島里 林野圖 1:1000 
左上 西島(山20), 右下 東島(山30) 
資料:鬱陵郡 財務課 地籍係 金京起 係長 
































② 無主物の不動産は 国庫の所有に属する． 
日本不動産登記法 
第1條「登記すべき権利及び事項」 
登記は不動産の表示又は不動産所有権に関する権利の設定・保存・移転・変更・処分の制限若く
 は消滅に付き之を為す(韓国は国有にしたが、日本は県有にした)． 
 
 
 
 
 
